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研究成果の概要（和文）：フードツーリズムが農村の再生や活性化に確実にするために、本研究は新たな３つの
地域システムを考案した。第1の地域システムは、フードツーリズムのポイントや空間を動線によって結びつ
け、フードツーリズムのコンプレックスを構築するものである。第2の地域システムは、フードツーリズムのコ
ンプレックスにフードツーリズム以外の地域資源を加えるもので、そのシステムは地域全体を対象とするものに
なる。第3の地域システムは、地域システムの範囲が周辺地域に及ぶようになり、地域システムは広域的に発展
する。最終的には、農村の活性化や再生の地域システムは第1の地域システムから第2のものに、そして第3のも
のに進化する。

研究成果の概要（英文）：This study identified three new regional mechanisms for regenerating and 
revitalizing rural areas with the food tourism. The first mechanism connects the spots and spaces of
 food tourism with traffic lines to create a food tourism complex. The second mechanism adds 
non-food tourism resources to the food tourism complex and covers the entire region. In the third 
mechanism, the scope of the regional system extends to the surrounding areas, and develops over a 
wide area. Finally, the study shows how the regional system of rural revitalization and regeneration
 evolves from the first regional mechanism to the second and then to the third.

研究分野：農村地理学

キーワード： フードツーリズム　農村再生　農村活性化　地域システム　重層構造　コンプレックス　コラボレーシ
ョン　広域化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
フードツーリズムのフレームワークに基づく農村の再生や活性化の地域システムは、地域の環境や資源の総合的
利用や適正利用が有効でありことを実証的に明らかにするとともに、従来の研究で一般化されずにいた農村の再
生発展段や活性化のレベルを明らかにしたことに学術的な意義がある。さらに、フードツーリズムのコンプレッ
クスやそれらと多様な地域資源を組み合わせるコラボレーション、およびフードツーリズムの地域連携や広域化
などが実際の農村の再生や活性化に適用できる地域システムになっており、本研究の成果の社会的意義も大き
い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
農村空間の商品化における議論のなかでは、農村地域の自然や歴史、あるいは景観や生活文

化といったルーラリティの消費が背景にあるとされ、なかでもルーラルツーリズムがルーラリ
ティを保全するだけではなく、農村の多機能化や再活性化を促進するものとして注目されてき
た。ルーラルツーリズムの研究には、①ツーリズムの実態に関する静態分析と、②ツーリズム
がもたらした地域変化の動態分析、そして③ツーリズムによる農村環境の保全と適正利用の持
続システム分析の大きく 3 つのスタイルがあるとし、ポスト生産主義への視点の変化が進行す
るにつれて、静態的な分析から動態的な分析へ、そして持続的システムの分析へと変化してき
た。さらに、ルーラルツーリズムの研究では、ツーリズムが農村や農業に与えた影響や発展要
因を説明することはできるが、農村の環境や地域資源の多様性を統合し、地域活性化のフレー
ムワークの構築には限界があるとし、その問題を解決するフレームワークとしてフードツーリ
ズムが考えられる。それは、フードツーリズムが農村の自然景観や文化景観、作物の栽培景観
や作物の直接販売といったものを対象とする従来のルーラルツーリズムに加え、地域の生活文
化や食文化にまで対象が拡大することになり、観光対象それぞれが相互的かつ重層的に関連し
あうことで、より持続性のあるツーリズムを構築できるためである。そのため、フードツーリ
ズムのフレームワークに基づく農村の再生や活性化の地域システムの研究が必要になる。 
 
２．研究の目的 
フードツーリズムのフレームワークでは、農村景観の空間、農業景観や農産物生産の空間、

生活文化やスローフードの空間、および美食文化の空間が相互に関連しながら 1 つの地域に重
なり合って展開することにより、フードツーリズムが完成し成熟したものとなる。このような
重層的な空間構造が農村再生や活性化の地域システムとしてどのように活用されるのか、そし
て農村再生に関わる重層構造の在り方や地域システムが地域によって、あるいは時間的な経緯
によってどのように変化するのかを明らかにする。具体的には、フードツーリズムのフレーム
ワークに基づく農村の再生や活性化がどのような段階をたどって発展するのかを明らかにする。
また、フードツーリズムのフレームワークは農村地域の自然環境や社会・経済環境、および歴
史・文化環境に基づく景観や資源、および生活文化と経済活動を１つの空間構造として総合的
に分析することになり、農村再生の地域ごとの差別化とそれをもたらすドライビングフォース
となることも明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、フードツーリズムのフレームワークを用いて農村の再生や活性化の地域システム

を把握するため、最初のステップとしてフードツーリズムの重層的な空間構造をいくつかの事
例地域で確認し、農村の再生や活性化に有効であることを明らかにする。フードツーリズムの
空間構造は自然環境、社会・経済環境、歴史・文化環境を基盤にして、ルーラルツーリズムの
空間、アグリツーリズムの空間、スローフードのツーリズムの空間、グルメツーリズムの空間
の相互関係から成り立ち、それらの相互関係の関わり方を時間的空間的に明らかにする。第二
のステップとして地域全体の空間構造の構築とフードツーリズムによる農村の再生や活性化と
の関わりを明らかにする。具体的には、地域の自然環境や歴史・文化環境、社会・経済環境に
関連する地域資源との関わり合いが重要な研究視点となる。最終的な第三のステップでは、実
証研究に基づくフードツーリズムの空間構造の地域比較により、フードツーリズムの空間構造
の重層段階からそれぞれの農村の再生や活性化の地域システムの現状のレベルと適正レベルを
明らかにし、農村の再生や活性化の発展段階を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)フードツーリズムのフレームワークの確認 
フードツーリズムに関する議論では、農村におけるツーリズムはいくつかの空間的なレイヤ

ー（層）を含んでおり、それらの重層的な構造がフードツーリズムのフレームワークの基盤に
なる（Hall et. al. 2003， 菊地 2008）。従来の議論を踏まえて作成したフードツーリズムの
フレームワークによれば（図１）、基盤となるレイヤーは、農村のさまざまな環境に基づく自然
景観や文化景観を対象とするルーラルツーリズムであり、次のレイヤーは農村における「食」
の生産を対象とし、農産物やその加工品の生産と直売を重要な要素とするアグリツーリズムで
ある。さらに、農村や地域に根づいた伝統的な食文化（生活文化）のツーリズム（スローフー
ドツーリズムやスローライフツーリズム）が加わり、最終的には、地元の食材や食文化を洗練
させ、一流の料理人による新たな食文化のツーリズム（グルメツーリズム）が展開するように
なる。全体的には、農村景観の空間、農業景観や農産物生産の空間、生活文化やスローフード
の空間、および美食文化の空間が相互に関連しながら 1 つの地域に重なり合って展開すること
により、フードツーリズムは完成し成熟したものとなる。 
本研究の最初のステップは、以上に述べてきたフードツーリズムのフレームワークを内外の



実証研究により検証し、農村の再生や活性化の地域システムとして活用できることを明らかに
した。さらに次のステップとして、内外の農村地域の実証的な研究に基づいて、本研究はフー
ドツーリズムのフレームワークを用いて農村の再生や活性化の地域システムをそれぞれの事例
地で検討した。フードツーリズムのフレームワークの基本的な構造が、地域の自然環境や歴史・
文化環境、および社会・経済環境などの資源を活用した食材の生産空間と食文化の空間の融合
により構築されることが共通の地域システムとして明らかになった。そして、そのような融合
するシステムが生活文化のスローフードのレベルから美食（グルメフード）のレベルまで重層
的に組み合わせることにより、農村におけるフードツーリズムが多様なレベルで発展すること
を明らかにした。最終的なステップでは、このようなフードツーリズムが農村の再生や活性化
に確実に機能するために、本研究はフードツーリズムのフレームワークに基づく３つの地域シ
ステムを新たに見出した。つまり、フードツーリズム・コンプレックス、フードツーリズム・
コラボレーション、およびフードツーリズム広域化の 3 つである。 
 

(2)フードツーリズムのコンプレックスの構築 
第 1の地域システムは、フードツーリズムのスポット（場所）や空間（地域）を動線（道路

など）によって結びつけ、フードツーリズムのコンプレックス（複合体）を構築するものであ
る。茨城県北部の過疎農山村におけるそばツーリズムに基づく農村の再生と活性化の地域シス
テムを示した図２によれば、フードツーリズムに関連して、農村景観の空間、農業体験の空間、
スローフードの空間、美食の空間が展開しているが、それらはそれぞれが関連性もなく独立し
て展開していた。それらの空間に関連性をもたせるためには、空間を結びつける動線を確保す
る必要がある。結果的には、それらの空間を結びつける道路（そば街道）を確保することによ
り、空間の結びつきは確かなものになった。このような動線としての道路は、農村の観光資源

 

 
図 2 フードツーリズム・コンプレックスの地域システム 

 

図 1 フードツーリズムのフレームワーク 



のコンテンツをコンテキスト化する役割を担っていた。また、結びつきが確かになることによ
り、フードツーリズムに関連した空間の重層化やコンプレックスが構築され、それが農村の再
生や活性化につながることになる（菊地 2018）。 
 

(3)他の地域資源とのコラボレーション 

第 2の地域システムは、フードツーリズムのコンプレックスにフードツーリズム以外の地域
資源やアトラクションを付加されるもので、この地域システムは地域全体の環境や資源を対象
とするため農村の活性化の持続的性格は高まっていく。オーストラリアのハンターバレーやカ
ナダ・ブリティッシュコロンビア州のワインツーリズムに基づく農村の再生や活性化の地域シ
ステムを示した図 3 によれば、ワインツーリズムは大規模ワイナリーや中規模ワイナリーや小
規模ワイナリーが結びつき、フードツーリズムのコンプレックスを構築することで発展してき
た。しかし、ワインツーリズムは農村の地域資源を万遍なく活用していないため、農村の再生
や活性化の影響が地域全体に持続的に及ぶことは難しい。そこで検討されたのが、ワイナリー
とそれ以外の農村資源とのコラボレーションである（菊地 2018）。具体的には、オーストラリ
アやカナダのワイン生産地域では、ワイナリーが野菜生産農場や果実生産農場や酪農場などと
コラボレーションし、地産地消の農家レストランでスローフードやグルメフードの空間が構築
されている。つまり、フードツーリズムがそれ以外の農村資源とコラボレーションすることは、
地域の農村資源を万遍なく活用することになり、フードツーリズムによる農村の再生と活性化
の効果が地域全体に及ぶことになる。さらに、ワイナリーに関連する農村資源以外の資源もコ
ンテキスト化され、資源間の結びつきが多様になるため、農村の活性化は持続するようになる。 

 

(4)地域システムの広域化 

第 3の地域システムは、地域システムの範囲が特定の地域だけでなく、周辺地域に及ぶよう
になり、農村の再生や活性化の地域システムは広域的に展開するようになる。東京近郊におけ
る都市農業地域の再編と活性化の地域システムをモデル化した図４によれば、再編前の都市農
業地域では農産物直売所を中心に「農」空間が分散的に維持されるにすぎなかったが、再編後
の都市農業地域では農村資源のコンプレックスが図られ、多様なタイプの農産物直売所がコラ
ボレーションしている。さらに、そのようなフードツーリズムの核となる農産物直売所のコラ
ボレーションは、ひとつの地域にとどまることなく周辺地域に影響を及ぼし、周辺地域のフー
ドツーリズムのコンプレックスやコラボレーションと結びつき、フードツーリズムに基づく農
村活性化の地域システムは広域化するようになる（田林ほか 2021）。最終的には、フードツー
リズムによる農村の再生や活性化の地域システムは第 1 の地域システムから第 2のものに、そ
して第 2のものから第 3のものに進化する傾向にあることがわかった。このような進化のプロ
セスはフードツーリズムの担い手の量（数）や質（属性）、資源の多様性、および都市市場（観
光需要地）への近接性が重要なドライビングフォースとなる傾向にある。したがって、フード
ツーリズムによる農村の再生や活性化の第 1段階の地域システムは、大都市遠郊の農村地域で、
第 2段階の地域システムは大都市近郊外縁部や中郊地域で、そして第 3段階の地域システムは
大都市近郊で主に展開していることもわかった。 
 

本研究によって、農村地域の再生や活性化が諸環境や地域資源との関わりのなか、フードツ

ーリズムのフレームワークはハードなインフラストラクチャーからソフトなアイディアまでを、

あるいは自然環境から人文環境までを含めて総合的に活用することを可能にしていることがわ

 

図 3 ワインツーリズムに基づく農村の再生と活性化の地域システム 



かり、それらを政策や計画に具体的に反映させることができることがわかった。実際、フード

ツーリズムに基づく農村の再生と活性化の地域システムは、身近な地域資源利用として、ある

いは内的な発展として社会貢献する機会を多くするものとなっている。 
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